
 

 

 

ビンゴ、 

つくりませんか？ 

インタビュー 

○体験者の声 

女性（70代）：ただ歩くよりも楽しい。少し遠くまで足を延ばしてみようという気持ちになった。

道端で人と会えば話も出来る。今は約束して会うこともしていないので嬉しい。 

男性（70代）：男性としては花や鳥は難しく見つけるのは大変だったが、見つけることにちょっ

とした楽しみがあった。色々なパターンが可能だと思う。次を期待したい。 

 

南会長はさらに、高齢者支援や要援護者支援を、「自治会と民生委員

が協力して進める取り組み」の具体例となったと話されていました。

みなさんの自治会やサークル等でも“オリジナルビンゴ”を作って

みませんか？ 
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○地域で作成・活用した方の声 朝日が丘自治会 南 会長 

経緯：4月からコロナ禍でほとんどの高齢者

が家に閉じこもり、目に見えて元気がなくなっ

ている状況がありました。その中で、地区の民

生委員からアイデアが出て「朝日が丘版 体操

と散歩でビンゴ」の作成に至りました。チェッ

ク項目を追加して、自治会の予算でスタンプ

や達成のご褒美も用意し、交流のきっかけや、

更に続けたくなるような工夫をしました。 

 

 

効果について：高齢者が「３密」を避け

て運動が継続できることはもちろんの

こと、同じカードを持って散歩している

人同士が親近感がわいて挨拶するよう

になり「地域のつながり」や、高齢者が

昼間の人通りの少ない町内を散歩する

ことで「防犯活動」にも繋がると期待し

ています。 

 


